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COP26 とカーボンニュートラル

　英国グラスゴーで2021年10月31日から開催されたCOP26（国連気候変動枠組条約第26回

締約国会議）が11月13日に閉幕しました。

　これに先立ち、6月には英国でG7コーンウォールサミット、10月末にはイタリアにてG20ローマ

サミットが開催され、世界の気温上昇を産業革命前と比較して2℃、可能であれば1.5℃に抑える

べきという2015年パリ協定の目標についても議論されてきました。

　この2つのサミットに続いて開催されたCOP26では、最終的にどのような合意が実現し、それ

はどのように評価していけばいいのか。これまで日本政府代表団の一員としてCOPに16回も参加

した経験を持つ有馬純氏が解説します。

今
回
の
C
O
P
26
に
お
い
て
最
も
注
目
を

集
め
た
の
は
1
・
5
℃
安
定
化
、
2
0
5
0

年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
国
際

的
合
意
が
で
き
る
か
、
石
炭
火
力
を
ど
う
す

る
か
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。
実
務
的
に
重
要

な
の
は
積
み
残
し
と
な
っ
て
い
た
パ
リ
協
定

詳
細
ル
ー
ル
交
渉（
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
共
通

タ
イ
ム
フ
レ
ー
ム
な
ど
）の
決
着
で
あ
っ
た
が
、

技
術
的
で
あ
り
、
素
人
目
に
は
わ
か
り
に
く

い
。
C
O
P
26
閉
幕
直
後
の
日
経
新
聞
の
一
面

見
出
し「
気
温
1
・
5
℃
以
内
追
求
、
C
O
P

閉
幕
。
石
炭
は
段
階
的
削
減
」が
政
治
的
関
心

の
焦
点
を
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る
。

パ
リ
協
定
で
は
産
業
革
命
以
降
の
温
度
上
昇

を
2
℃
を
十
分
下
回
る
水
準
に
抑
え
、
1
・
5
℃

に
抑
え
る
努
力
を
追
求
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

他
方
、
パ
リ
協
定
に
基
づ
い
て
各
国
が
出
し
た

目
標
を
積
み
上
げ
て
も
2
0
3
0
年
ま
で
の

世
界
の
排
出
経
路
は
2
℃
目
標
、
1
・
5
℃
目

標
を
達
成
す
る
排
出
経
路
と
の
間
で
大
き
な
乖

１１･･

５
℃
目
標
、

５
℃
目
標
、

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の

デ
フ
ァ
ク
ト
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
化

デ
フ
ァ
ク
ト
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
化

2030年までの世界の排出量見通しと
1.5℃～2℃目標達成に必要な排出量軌跡

出典：UNEP Emissions Gap Report 2019 / 
United Nations Environment Programme
日本語版翻訳：公益財団法人 地球環境戦略研究機関（IGES）

異なるシナリオ下における地球全体の温室効果ガス（GHG）排出量と2030年までの排出ギャップ

国別目標（NDC）シナリオ

【図１】

離
が
あ
る
。
特
に
1
・
5
℃
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
排
出
経
路
と

の
間
で
は
2
0
3
0
年
時
点
で
2
9
0
億
～
3
2
0
億
ト
ン
の
乖
離

が
あ
り
、
2
0
1
0
年
比
45
％
の
削
減
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
中
国
3
つ
分
に
相
当
す
る
膨
大
な
量
で
あ
る【
図
1
】。
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議
長
国
英
国
の
戦
略

議
長
国
英
国
の
戦
略

―
Ｇ
７
で
は
成
功
、
Ｇ

―
Ｇ
７
で
は
成
功
、
Ｇ
2020
で
は
失
敗
―

で
は
失
敗
―

G7コーンウォールサミット

G7首脳との集合写真撮影　出典：首相官邸ホームページ
https://www.kantei.go.jp/jp/99_suga/actions/202106/11cornwallg7.html

【写真1】

し
か
し
、
こ
こ
数
年
来
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
環
境
活
動
家
グ
レ
タ
・

ト
ゥ
ー
ン
ベ
リ
氏
ら
の
環
境
活
動
家
は
パ
リ
協
定
の
温
度
目
標
の
中

で
最
も
野
心
的
な
1
・
5
℃
目
標
を
強
く
求
め
、
国
連
の
グ
テ
ー

レ
ス
事
務
総
長
も
そ
れ
に
乗
る
形
で
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
目
標
の
表
明
お
よ
び
そ
れ
と
整
合
的
な
形
で
の

2
0
3
0
年
目
標
の
引
き
上
げ
を
加
盟
国
に
強
く
迫
っ
て
き
た
。

パ
リ
協
定
の
規
定
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
1
・
5
℃
目
標
、
2
0
5
0

年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
が
環
境
関
係
者
の
間
で
の
デ
フ
ァ
ク
ト

ス
タ
ン
ダ
ー
ド（
事
実
上
の
規
範
）に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た

2
0
3
0
年
ま
で
に
2
0
1
0
年
比
45
％
減
を
実
現
す
る
に
は
世

界
で
幅
広
く
使
わ
れ
て
い
る
石
炭
の
フ
ェ
ー
ズ
ア
ウ
ト
が
必
要
だ
と

い
う
議
論
も
勢
い
を
増
し
た
。

2
0
2
1
年
1
月
に
発
足
し
た
バ
イ
デ
ン
政
権
も
こ
の
目
標
を

掲
げ
、
4
月
に
開
催
さ
れ
た
米
国
主
催
の
気
候
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い

て
も
参
加
国
に
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
2
0
3
0

年
目
標
の
引
き
上
げ
を
働
き
か
け
た
。
11
月
の
C
O
P
26
に
お
い

て
野
心
的
な
成
果
を
出
し
た
い
英
国
と
の
連
携
し
た
動
き
で
あ
っ

た
と
い
え
る（
た
だ
し
米
国
は
国
内
に
お
け
る
脱
石
炭
に
つ
い
て
は

一
定
の
距
離
を
置
い
て
い
る
。
50
対
50
で
民
主
党
と
共
和
党
が
拮

抗
し
た
上
院
に
お
い
て
ハ
リ
ス
副
大
統
領
の
票
を
加
え
て
薄
氷
の

多
数
を
得
る
た
め
に
は
産
炭
州
ウ
ェ
ス
ト
バ
ー
ジ
ニ
ア
出
身
の
マ
ン

チ
ン
上
院
議
員
の
支
持
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
）。
日
本

の
2
0
3
0
年
目
標
が
2
0
1
3
年
比
26
％
減
か
ら
46
％
減
に
大

幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
の
も
米
国
な
ど
の
圧
力
に
よ
る
と
こ
ろ
も

大
き
い
。
こ
の
段
階
で
は
Ｇ
７
諸
国
は
す
べ
て
2
0
5
0
年
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
目
標
を
掲
げ
、
2
0
3
0
年
目
標
も
上
方
修

正
し
て
い
た
が
、
中
国
は
2
0
6
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

目
標
を
掲
げ
た
も
の
の
、
2
0
3
0
年
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
目
標
は
見

直
さ
ず
、
イ
ン
ド
、
ロ
シ
ア
に
至
っ
て
は
2
0
3
0
年
目
標
を
見

直
さ
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
目
標
も
掲

げ
て
い
な
か
っ
た
。
C
O
P
に
向
け
て
紆
余
曲
折
が
予
想
さ
れ
る

幕
開
け
で
あ
っ
た
。

C
O
P
26
議
長
国
英
国
の
準
備
は
周
到
で
あ
っ
た
。
英
国
が
議

長
を
務
め
た
6
月
の
Ｇ
７
コ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
サ
ミ
ッ
ト
で
は
ト
ラ

ン
プ
政
権
と
は
裏
腹
に
温
暖
化
防
止
を
重
視
す
る
バ
イ
デ
ン
政
権

の
誕
生
に
も
助
け
ら
れ
、
次
の
よ
う
な
野
心
レ
ベ
ル
の
高
い
合
意
内

容
を
ま
と
め
あ
げ
た
。
1
・
5
℃
目
標
、
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
脱
石
炭
が
す
べ
て
盛
り
込
ま
れ
て
い
る【
写
真
1
】。

●
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
を
削
減
し
、
気
温
上
昇
を
1
・
5
℃
に
抑
え

る
こ
と
を
射
程
に
入
れ
続
け
る
た
め
の
努
力
を
加
速
す
る
。

●
遅
く
と
も
2
0
5
0
年
ま
で
の
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
目
標
お
よ
び
各
国

が
そ
れ
に
沿
っ
て
引
き
上
げ
た
2
0
3
0
年
目
標
に
コ
ミ
ッ
ト

す
る
。

●
国
内
電
力
シ
ス
テ
ム
を
2
0
3
0
年
代
に
最
大
限
脱
炭
素
化

す
る
。

●
国
際
的
な
炭
素
密
度
の
高
い
化
石
燃
料
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る

政
府
に
よ
る
新
規
の
直
接
支
援
を
、
限
ら
れ
た
例
外
を
除
き
、

可
能
な
限
り
早
期
に
フ
ェ
ー
ズ
ア
ウ
ト
す
る
。

●
国
内
的
に
、
N
D
C
（
国
別
目
標
）お
よ
び
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
の
コ
ミ
ッ

ト
メ
ン
ト
と
整
合
的
な
形
で
、
排
出
削
減
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い

な
い
石
炭
火
力
発
電
か
ら
の
脱
却
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
る
技
術
や

政
策
を
急
速
に
拡
大
さ
せ
る
。

●
排
出
削
減
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
な
い
石
炭
火
力
発
電
へ
の
政

府
に
よ
る
新
規
の
国
際
的
な
直
接
支
援
を
年
内
に
終
了
す
る
こ

と
に
今
コ
ミ
ッ
ト
す
る
。

英
国
の
戦
略
は
こ
れ
を
Ｇ
20
議
長
国
イ
タ
リ
ア
に
引
き
継
ぎ
、

Ｇ
20
で
も
で
き
る
だ
け
野
心
的
な
ラ
イ
ン
を
打
ち
出
し
、
そ
の
直

後
に
開
催
さ
れ
る
C
O
P
26
に
つ
な
い
で
い
く
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
同
月
に
ナ
ポ
リ
で
開
催
さ
れ
た
Ｇ
20
環
境
・
気
候
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
大
臣
会
合
で
は
中
国
、
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ロ

シ
ア
な
ど
の
新
興
国
が
1
・
5
℃
目
標
の
持
出
し
、
2
0
5
0
年

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
脱
石
炭
に
強
い
抵
抗
を
示
し
た
。
パ
リ

協
定
の
温
度
目
標
は「
工
業
化
以
前
よ
り
も
2
℃
よ
り
十
分
に
下

回
る
も
の
に
抑
え
、
工
業
化
以
前
よ
り
も 

1
・
5
℃
高
い
水
準
ま

で
の
も
の
に
制
限
す
る
た
め
の
努
力
を
追
求
す
る
」で
あ
り
、
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
タ
イ
ミ
ン
グ
も
今
世
紀
後
半
と
な
っ
て
い

る
。
新
興
国
の
議
論
は
1
・
5
℃
目
標
や
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
は
パ
リ
協
定
の
事
実
上
の
再
交
渉
に
等
し
い
と
主
張
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し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
脱
石
炭
に
つ
い
て
も
石
炭
依
存
の
強
い
イ
ン

ド
、
中
国
が
反
対
し
、
ロ
シ
ア
や
サ
ウ
ジ
も
石
炭
叩
き
が
天
然
ガ

ス
や
石
油
に
波
及
す
る
こ
と
を
想
定
し
、
こ
れ
に
同
調
し
た
。
こ

の
た
め
大
臣
会
合
の
議
長
声
明
で
は
温
度
目
標
に
つ
い
て
は
パ
リ

協
定
の
規
定
の
再
確
認
に
と
ど
め
、
脱
石
炭
に
は
一
切
触
れ
ら
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

こ
の
構
図
は
10
月
31
日
の
Ｇ
20
首
脳
声
明
に
お
い
て
も
大
き
く
変

わ
ら
な
か
っ
た
。
温
度
目
標
や
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
に
つ
い
て
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

●
世
界
の
平
均
気
温
の
上
昇
を
、
工
業
化
以
前
よ
り
も
2
℃
よ
り

十
分
に
下
回
る
も
の
に
抑
え
、
工
業
化
以
前
よ
り
も
1
・
5
℃

高
い
水
準
ま
で
の
も
の
に
制
限
す
る
た
め
の
努
力
を
追
求
す
る

と
い
う
パ
リ
協
定
の
目
標
に
引
き
続
き
コ
ミ
ッ
ト
す
る
。

●
1
・
5
℃
の
気
候
変
動
の
影
響
は
、
2
℃
の
場
合
よ
り
も
は
る

か
に
低
い
こ
と
を
認
識
す
る
。

●
1
・
5
℃
に
抑
え
る
こ
と
を
射
程
に
入
れ
続
け
る
た
め
に
は［
途

中
略
］す
べ
て
の
国
に
よ
る
意
味
の
あ
る
効
果
的
な
行
動
お
よ

び
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
必
要
、
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
に
つ
い
て
は
Ｇ
20
メ
ン
バ
ー
が［
途
中
略
］最
新
の
科
学

的
発
展
お
よ
び
各
国
の
事
情
に
沿
っ
て
、
こ
の
10
年
に
さ
ら
な

る
行
動
を
と
り
、
必
要
に
応
じ
て
2
0
3
0
年
の
国
が
決
定
す

る
貢
献（
N
D
C
）を
策
定
し
、
実
施
し
、
更
新
し
、
強
化
し
、

［
途
中
略
］今
世
紀
半
ば
ま
で
に
、
ま
た
は
今
世
紀
半
ば
頃
に

（ by
or around m

id-century

）人
為
的
な
排
出
量
と
吸
収
源

G20ローマサミット

出典： G20サミット イタリアで開催（写真：代表撮影/ロイター/アフロ）

【写真２】

Ｃ
Ｏ
Ｐ

Ｃ
Ｏ
Ｐ
2626
で
は
一
転
、

で
は
一
転
、

１
・
５
℃
追
求
に
合
意

１
・
５
℃
追
求
に
合
意

に
よ
る
除
去
量
の
均
衡
を
達
成
す
る
こ
と
と
整
合
的
で
あ
る
、

明
確
か
つ
予
測
可
能
な
道
筋
を
定
め
た
長
期
戦
略
を
策
定
す
る

こ
と
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
。

温
度
目
標
は
パ
リ
協
定
の
再
確
認
で
あ
り
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
時
期
に
つ
い
て
は「by

m
id-century

」は
Ｇ
７
諸
国
、

「around m
id-century

」は
そ
れ
以
外
と
書
き
分
け
て
い
る
と
こ

ろ
が
ミ
ソ
で
あ
る
。
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
の
首
脳
声
明
よ
り
も
明
ら
か

に
後
退
し
た
内
容
で
あ
る
。

石
炭
火
力
に
つ
い
て
は「
低
炭
素
な
電
力
シ
ス
テ
ム
に
向
け
た

移
行
を
可
能
に
す
る
た
め
、
持
続
可
能
な
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

含
む
ゼ
ロ
炭
素
ま
た
は
低
炭
素
排
出
お
よ
び
再
生
可
能
な
技
術
の

展
開
お
よ
び
普
及
に
関
し
て
協
力
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
は
、
排
出

削
減
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
な
い
新
た
な
石
炭
火
力
発
電
所
へ
の

投
資
を
フ
ェ
ー
ズ
ア
ウ
ト
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る

国
々
が
、
可
能
な
限
り
早
く
そ
れ
を
達
成
す
る
こ
と
を
可
能
に
す

る
」と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
Ｇ
20
諸
国
全
体
が
石
炭
火
力
発
電

所
へ
の
新
規
投
資
を
フ
ェ
ー
ズ
ア
ウ
ト
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
も

の
で
は
な
く
、
2
0
3
0
年
代
の
電
力
シ
ス
テ
ム
の
脱
炭
素
化
の

最
大
限
推
進
や
、
石
炭
火
力
か
ら
の
脱
却
を
打
ち
出
し
た
Ｇ
７
サ

ミ
ッ
ト
首
脳
声
明
よ
り
も
後
退
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
Ｇ
20

サ
ミ
ッ
ト
後
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
首
相
や
バ
イ
デ
ン
大
統
領
も
失
望
を

隠
さ
な
か
っ
た
の
も
無
理
は
な
い【
写
真
2
】。

直
前
の
Ｇ
20
で
侃か

ん
か
ん
が
く
が
く

々
諤
々
議
論
の
末
、
ま
と
め
ら
れ
た
合
意
ラ

イ
ン
が
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
で
も
踏
襲
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
筆
者
の

予
測
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
あ
っ
た
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
で
合
意
さ

れ
た
グ
ラ
ス
ゴ
ー
気
候
協
定（G

lasgow
 C

lim
ate Pact

）の
温
室

効
果
ガ
ス
削
減（
緩
和
）に
関
す
る
主
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
と

お
り
で
あ
る
。

●
パ
リ
協
定
の
温
度
目
標（
１
・
５
℃
～
２
℃
）を
再
確
認
。
１
・
５
℃

上
昇
に
抑
え
れ
ば
２
℃
上
昇
に
比
し
て
気
候
変
動
影
響
は
低
く

な
る
こ
と
を
認
識
し
、
１
・
５
℃
上
昇
に
抑
制
す
る
よ
う
努
力
す

る
こ
と
を
決
意（resolve)

。

●
１
・
５
℃
に
温
度
上
昇
を
抑
制
す
る
た
め
に
は
2
0
3
0
年
の
全

世
界
の
C
O
²
排
出
を
2
0
1
0
年
比
45
％
削
減
し
、
今
世
紀
半

ば
に
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
含
め
、
迅
速
で
深
掘
り
し
た

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
が
必
要
。

●
そ
の
た
め
に
は
共
通
だ
が
差
異
の
あ
る
責
任
、
異
な
る
国
情
、

持
続
可
能
な
開
発
、
貧
困
撲
滅
を
反
映
し
つ
つ
、
2
0
2
0
年

代
の「
勝
負
の
10
年
」（critical decade)

に
行
動
を
加
速
す
る
こ

と
が
必
要
。

●
N
D
C（
国
別
目
標
）に
関
す
る
統
合
報
告
書
で
は
2
0
3
0
年
に

2
0
1
0
年
比
13
・
7
％
増
と
な
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
懸
念
。
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新
た
な
火
種
と
な
る

新
た
な
火
種
と
な
る

グ
ラ
ス
ゴ
ー
気
候
協
定

グ
ラ
ス
ゴ
ー
気
候
協
定

全体会合で涙ぐむシャルマ議長

出典： Glasgow, Scotland, UK. 3rd Nov, 2021. PICTURED: COP26 President Alok Sharma gives a press conference 
on global finance to fight climate change and keep the global temperature use under one point five degrees. 
Credit: Colin Fisher/Alamy Live News

【写真３】
●
締
約
国
が
排
出
削
減
に
向
け
た
努
力
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
が
緊
急

に
必
要
。「
勝
負
の
10
年
」に
お
け
る
緩
和
の
野
心
向
上
と
実
施
を
ス

ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
す
る
た
め
の
作
業
計
画
を
立
ち
上
げ
、
2
0
2
2

年
の
パ
リ
協
定
第
４
回
締
約
国
会
議(

C
M
P
4)

で
採
択
。

●
締
約
国
に
対
し
、
必
要
に
応
じ
、
パ
リ
協
定
の
温
度
目
標
に
準
拠

し
て
2
0
2
2
年
末
ま
で
に
自
国
の
N
D
C
を
見
直
し
、
強
化
す

る
こ
と
を
求
め
る
。

●
プ
レ
2
0
3
0
年
の
野
心
に
関
す
る
年
次
ハ
イ
レ
ベ
ル
閣
僚
会
合
を

開
催（
2
0
2
2
年
～
）。

パ
リ
協
定
の
温
度
目
標
を
再
確
認
し
た
上
で
、
さ
ら
に「
1
・
5
℃

上
昇
に
抑
制
す
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
を
決
意
す
る
」と
い
う
の
は

Ｇ
20
よ
り
も
明
ら
か
に
前
に
出
た
表
現
で
あ
る
。
2
℃
目
標
で
す

ら
達
成
の
軌
跡
に
乗
っ
て
い
な
い
の
に
、
目
標
を
厳
し
く
す
る
と
い

う
の
は
、
普
通
に
考
え
れ
ば
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
イ
ン
ポ
ッ
シ
ブ
ル
だ
と

思
え
る
の
だ
が
、
そ
う
い
う
議
論
が
通
用
し
な
い
の
が
Ｃ
Ｏ
Ｐ
の
世

界
で
あ
る
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
の
世
界
で
は
温
暖
化
で
被
害
を
受
け
や
す
い

島と
う
し
ょ
こ
く

嶼
国
や
最
貧
国
の
声
が
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
。
市
民
団
体
の

影
響
力
も
強
い
。
中
国
、
イ
ン
ド
な
ど
は
Ｇ
20
の
ラ
イ
ン
で
合
意

す
る
こ
と
を
狙
っ
て
い
た
が
、
会
場
の
雰
囲
気
は
圧
倒
的
に「K

eep 
1.5 alive

」で
あ
っ
た
。
Ｇ
20
と
は
異
な
る
力
学
の
働
く
Ｃ
Ｏ
Ｐ
の

場
を
利
用
し
、
Ｇ
20
で
の
後
退
を
相
当
部
分
挽
回
し
た
の
は
英
国

の
外
交
力
で
あ
ろ
う
。

も
う
一
つ
の
焦
点
と
な
っ
た
石
炭
火
力
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り

と
な
っ
た
。

●
締
約
国
に
対
し
、
ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
と
省
エ
ネ
の
早
急
な
導
入

拡
大
、
各
国
の
国
情
に
沿
っ
た
貧
し
く
脆
弱
な
人
々
へ
の
支
援

を
行
い
、
公
正
な
移
行
へ
の
支
援
の
必
要
性
を
認
識
し
つ
つ
、

排
出
削
減
を
講
じ
て
い
な
い
石
炭
火
力（unabated coal 

pow
er)

の
フ
ェ
ー
ズ
ダ
ウ
ン
と
非
効
率
な
化
石
燃
料
補
助
金
の

フ
ェ
ー
ズ
ア
ウ
ト
の
加
速
を
含
め
、
低
排
出
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス

テ
ム
に
向
け
た
技
術
開
発
・
導
入
・
普
及
、
政
策
採
択
の
加
速

を
求
め
る
。

も
と
も
と
は
発
電
部
門
に
限
定
し
な
い「
石
炭
の
フ
ェ
ー
ズ
ア
ウ

ト
」だ
っ
た
も
の
が
、
イ
ン
ド
、
中
国
、
サ
ウ
ジ
、
南
ア
な
ど
の
反

発
に
よ
り
、
最
終
案
で
は「
排
出
削
減
を
講
じ
て
い
な
い
石
炭
火
力

の
フ
ェ
ー
ズ
ア
ウ
ト
」に
な
っ
た
の
だ
が
、
土
壇
場
の
全
体
会
合
で

イ
ン
ド
が「
貧
し
い
人
に
対
す
る
安
価
で
安
定
的
な
電
力
は
国
の
最

優
先
課
題
で
あ
る
」と
主
張
し
強
く
抵
抗
し
た
。
中
国
、
ナ
イ
ジ
ェ

リ
ア
、
南
ア
な
ど
も
手
直
し
を
求
め
た
。
こ
の
結
果
、「
フ
ェ
ー
ズ

ア
ウ
ト
」を「
フ
ェ
ー
ズ
ダ
ウ
ン
」と
し
、「
各
国
の
国
情
に
沿
っ
た
貧

し
く
脆
弱
な
人
々
へ
の
支
援
を
行
い
、
公
正
な
移
行
へ
の
支
援
の

必
要
性
を
認
識
し
つ
つ
」と
い
う
配
慮
事
項
も
追
加
さ
れ
た
。
こ
れ

に
対
し
て
Ｅ
Ｕ
、
島
嶼
国
な
ど
は「
１
・
５
℃
目
標
が
遠
の
く
」と
一

斉
に
反
発
し
た
が
、
全
体
の
合
意
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
通
す
と
い
う
観

点
で
不
承
不
承
こ
れ
を
受
け
入
れ
た
。
シ
ャ
ル
マ
議
長
が
苦
渋
の

表
情
で
イ
ン
ド
提
案
を
受
け
入
れ
、
涙
を
流
し
、
会
場
か
ら
拍
手

が
お
き
る
と
い
う
一
幕
も
あ
っ
た
。
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
し
た
と
は
い

え
、
特
定
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
狙
い
撃
ち
す
る
表
現
は
パ
リ
協
定

お
よ
び
そ
の
関
連
決
定
で
は
初
め
て
の
こ
と
で
あ
る【
写
真
3
】。

１
・
５
℃
目
標
を
大
き
く
前
面
に
打
ち
出
し
、
そ
れ
に
沿
っ
た
野

心
引
き
上
げ
の
作
業
計
画
策
定
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
、
ト
ー
ン

ダ
ウ
ン
さ
れ
た
と
は
い
え
、
石
炭
火
力
フ
ェ
ー
ズ
ダ
ウ
ン
が
盛
り
込

ま
れ
た
こ
と
で
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
気
候
協
定
は「
歴
史
的
合
意
」と
大

方
の
環
境
関
係
者
か
ら
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
グ
ラ
ス
ゴ
ー
気
候
協
定
は
今
後
に
大
き
な
火
種
を
残
す

こ
と
と
な
っ
た
。
2
0
5
0
年
全
球
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を

目
指
す
と
い
う
方
針
を
明
確
に
打
ち
出
す
こ
と
は
、
2
0
5
0
年

ま
で
に
排
出
で
き
る
C
O
²
総
量
に
枠
を
は
め
る
こ
と
と
同
義
で
あ

る
。
そ
の
限
ら
れ
た
炭
素
予
算
を
め
ぐ
っ
て
、
今
後
、
先
進
国
、

途
上
国
の
激
し
い
争
奪
戦
が
生
ず
る
こ
と
は
確
実
だ
。
2
0
5
0

年
全
球
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
は
す
べ
て
の
国
が
2
0
5
0

年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
達
成
す
る
こ
と
と
同
義
で
は
な
い
。

事
実
、
イ
ン
ド
は
先
進
国
が
2
0
5
0
年
全
球
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
を
強
く
プ
ッ
シ
ュ
す
る
以
上
、
先
進
国
は
2
0
5
0
年
よ

り
も
も
っ
と
早
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
達
成

し
、
途
上
国
に「
炭
素
ス
ペ
ー
ス
」を
与
え
る
べ
き
だ
、
途
上
国
に

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
目
標
や
N
D
C
の
引
き
上
げ
を
要
求
す

る
な
ら
ば
毎
年
の
支
援
額
を
1
兆
ド
ル
に
す
べ
き
だ
と
主
張
し
て

い
る
。
２
℃
目
標
へ
の
道
筋
で
す
ら
大
幅
に
外
れ
て
い
る
中
で
、
欧

米
諸
国
が
１
・
５
℃
と
い
う「
大
言
壮
語
」を
押
し
通
し
た
ツ
ケ
は
、

石
炭
火
力
は
フ
ェ
ー
ズ
ダ
ウ
ン

石
炭
火
力
は
フ
ェ
ー
ズ
ダ
ウ
ン
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有あ
り

馬ま 
純じ

ゅ
ん

東
京
大
学
公
共
政
策
大
学
院
特
任
教
授

1
9
8
2
年
東
京
大
学
経
済
学
部
卒
、
同
年
通
商
産
業
省（
現
経
済
産
業
省
）入
省
。
経
済
協

力
開
発
機
構（
O
E
C
D
）日
本
政
府
代
表
部
参
事
官
、
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関（
I
E
A
）国
別

審
査
課
長
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
国
際
課
長
、
同
参
事
官
等
を
経
て
2
0
0
8
～
2
0
1
1

年
、
大
臣
官
房
審
議
官
地
球
環
境
問
題
担
当
。
2
0
1
1
～
2
0
1
5
年
、
日
本
貿
易
振
興

機
構（
J
E
T
R
O
）ロ
ン
ド
ン
事
務
所
長
兼
地
球
環
境
問
題
特
別
調
査
員
。
2
0
1
5
年
8
月

東
京
大
学
公
共
政
策
大
学
院
教
授
、
2
0
2
1
年
4
月
よ
り
東
京
大
学
公
共
政
策
大
学
院
特

任
教
授
。
21
世
紀
政
策
研
究
所
研
究
主
幹
、
経
済
産
業
研
究
所（
R
I
E
T
I
）コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
フ
ェ
ロ
ー
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
所
上
席
研
究
員
、
東
ア
ジ
ア
A
S
E
A
N
経
済
研
究
セ

ン
タ
ー
（
E
R
I
A
）シ
ニ
ア
ポ
リ
シ
ー
フ
ェ
ロ
ー
。
I
P
C
C
第
6
次
評
価
報
告
書
執
筆
者
。

帝
人
社
外
監
査
役
。
こ
れ
ま
で
C
O
P
に
16
回
参
加
。

〈
著
書
〉

『
私
的
京
都
議
定
書
始
末
記
』（
2
0
1
4
年
10
月
、
国
際
環
境
経
済
研
究
所
）

『
地
球
温
暖
化
交
渉
の
真
実
―
国
益
を
か
け
た
経
済
戦
争
―
』（
2
0
1
5
年
9
月
、
中
央
公
論

新
社
）

『
精
神
論
抜
き
の
地
球
温
暖
化
対
策
―
パ
リ
協
定
と
そ
の
後
―
』（
2
0
1
6
年
10
月
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
社
）

『
ト
ラ
ン
プ
リ
ス
ク
―
米
国
第
一
主
義
と
地
球
温
暖
化
―
』（
2
0
1
7
年
10
月
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

フ
ォ
ー
ラ
ム
社
）

『
亡
国
の
環
境
原
理
主
義
』（
2
0
2
1
年
11
月
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
社
）

今
後
10
年
間
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
目
標
前
倒
し
、
目
標
引

き
上
げ
、
途
上
国
支
援
の
大
幅
上
積
み
を
間
断
な
く
途
上
国
か
ら

要
求
さ
れ
る
と
い
う
形
で
自
ら
に
返
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

合
意
文
書
で
は
パ
リ
協
定
の
温
度
目
標
に
沿
っ
た
形
で
N
D
C

を
強
化
し
2
0
2
2
年
末
ま
で
に
提
出
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
米
国
、
Ｅ
Ｕ
、
日
本
は「
自
分
た
ち
は
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
表
明
し
、
N
D
C
も
強
化
し
た
の
だ
か
ら
、

さ
ら
な
る
見
直
し
は
不
要
で
あ
る
」と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
中
国
、

イ
ン
ド
が
新
た
な
N
D
C
を
2
0
2
2
年
末
ま
で
に
提
出
す
る
か
と

い
え
ば
、
そ
の
可
能
性
は
低
い
。
彼
ら
は「
自
分
た
ち
は
2
0
6
0

年
、
2
0
7
0
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
目
標
を
掲
げ
て
い

る
。
こ
れ
は
今
世
紀
後
半
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
達
成
す
る

と
い
う
パ
リ
協
定
の
規
定
と
整
合
的
で
あ
る
。
N
D
C
の
評
価
軸

は
１
・
５
℃
～
2
℃
の
パ
リ
協
定
の
温
度
目
標
で
あ
り
、
１
・
５
℃
決

め
打
ち
で
は
な
い
」と
主
張
す
る
に
違
い
な
い
。
2
0
2
2
年
の

C
O
P
27
で
採
択
予
定
の「
勝
負
の
10
年
」に
お
け
る
野
心
引
き
上

げ
の
作
業
計
画
を
め
ぐ
っ
て
先
進
国
と
途
上
国
が
激
し
く
対
立
す
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
。

石
炭
火
力
に
つ
い
て
も
フ
ェ
ー
ズ
ダ
ウ
ン
と
い
う
こ
と
で
今
回
は

決
着
し
た
が
、
今
後
、
年
限
を
区
切
っ
て
フ
ェ
ー
ズ
ア
ウ
ト
と
い
う

議
論
が
再
燃
す
る
、
さ
ら
に
そ
の
対
象
が
化
石
燃
料
全
体
に
話
が

広
が
る
可
能
性
も
十
分
に
あ
る
。
問
題
は
そ
う
し
た
議
論
が
現
実

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
と
ま
っ
た
く
乖
離
し
て
い
る
こ
と
だ
。
欧
州
発

で
日
本
に
も
影
響
が
及
ん
で
き
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
の
大
き
な

原
因
は
経
済
回
復
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
増
に
供
給
が
追
い
付

い
て
い
な
い
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
背
景
に
は
石
油
、
ガ
ス
の
上
流
投

資
の
停
滞
が
あ
る
。
石
油
、
ガ
ス
火
力
の
上
流
投
資
が
停
滞
し
て

い
る
理
由
は
石
油
価
格
の
低
下
、
コ
ロ
ナ
な
ど
の
要
因
が
あ
る
が
、

過
激
な
化
石
燃
料
叩
き
が
広
が
り
を
見
せ
る
中
で
、
将
来
の
投
資

に
慎
重
に
な
っ
て
い
る
側
面
も
大
き
い
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
で
は
化
石
燃

料
セ
ク
タ
ー
へ
の
公
的
融
資
の
停
止
に
関
す
る
有
志
国
宣
言
に
米

国
、
Ｅ
U
諸
国
が
名
前
を
連
ね
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
上
流
投
資

が
ま
す
ま
す
滞
れ
ば
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
ひ
っ
迫
が
今
後
も
生
ず
る

可
能
性
が
高
ま
る
。
世
界
的
な
ガ
ス
需
要
の
高
ま
り
も
石
炭
を
排
除

す
る
欧
州
発
の
環
境
原
理
主
義
の
影
響
が
大
き
い
。
欧
州
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
危
機
の
相
当
部
分
は
自
ら
の
偏
っ
た
環
境
原
理
主
義
的
政
策
が

招
い
た
帰
結
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
計
画
を
差
し
止
め

に
し
た
り
連
邦
所
有
地
で
の
石
油
ガ
ス
生
産
を
抑
制
し
て
き
た
バ
イ

デ
ン
政
権
が
ガ
ソ
リ
ン
価
格
急
騰
に
遭
遇
す
る
や
、
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
や
ロ

シ
ア
に
増
産
を
要
請
し
た
り
、
風
が
吹
か
ず
に
電
力
不
足
に
陥
っ

た
英
国
が
古
い
石
炭
火
力
を
動
か
す
な
ど
、
脱
化
石
燃
料
と
い
う

掛
け
声
と
は
裏
腹
の
動
き
も
生
じ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
国
民
へ
の

低
廉
で
安
定
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の

最
も
根
源
的
な
要
請
が
危
う
く
な
れ
ば
、
温
暖
化
防
止
を
横
に
お

い
て
で
も
現
在
の
国
民
生
活
を
守
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
当
た

り
前
の
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

今
後
、
2
0
3
0
年
ま
で
の
道
の
り
は
決
し
て
平
坦
で
は
な
い
。

米
中
対
立
の
行
方
も
不
透
明
だ
。
C
O
P
26
で
は
米
中
共
同
声
明

が
鳴
り
物
入
り
で
Ｐ
Ｒ
さ
れ
た
が
、
中
身
は
ほ
と
ん
ど
目
新
し
い

も
の
が
な
く
、
中
国
は
何
も
譲
歩
し
て
い
な
い
。
国
内
で
支
持
率

が
低
下
し
た
バ
イ
デ
ン
政
権
が
唯
一
、
国
民
か
ら
評
価
さ
れ
て
い

る
温
暖
化
分
野
で
成
果
を
あ
げ
た
い
と
い
う
米
側
の
事
情
が
垣
間

見
え
る
。
そ
こ
に
つ
け
こ
ん
で
中
国
は
し
た
た
か
に
米
国
か
ら
の

譲
歩
を
得
よ
う
と
す
る
だ
ろ
う
。
温
暖
化
問
題
は
そ
れ
自
体
が
独

立
し
て
存
在
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
地
政
学
、
地
経
学
的
な
視

点
か
ら
と
ら
え
る
こ
と
が
必
要
だ
。
中
国
は
間
違
い
な
く
そ
う
い

う
視
点
で
も
の
を
考
え
て
い
る
。
さ
ら
に
2
0
2
2
年
の
中
間
選

挙
、
2
0
2
4
年
の
大
統
領
選
挙
で
米
国
が
ど
ち
ら
に
向
か
う
か

も
わ
か
ら
な
い
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
が
ど
う
収
束
す
る
か
、
ま
た

起
き
る
の
か
も
見
通
し
に
く
い
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
で
１
・
５
℃
の
デ
フ
ァ
ク
ト
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
化
が
固
め

ら
れ
た
が
、
主
要
国
中
最
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
面
で
脆
弱
で
あ
り
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
も
高
い
日
本
は
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
し
て
く
れ
ぐ

れ
も
一
人
損
を
し
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。


